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肝臓病学

総合健診・予防医学センターには新橋健診セン

ターと晴海健診センターがある。主たる業務は人間

ドック，健康診断，予防接種である。これらを通じ

て，予防医学に関する研究を行なっている。

教育・研究概要

教育として，3年生を対象に，成人における加齢変

化を担当し予防医学の理解を深めている。加齢変化

を知りデータを，健診データの評価にあたっては，加

齢変化の適切な考慮が重要であることを強調した。

新橋健診センター

正常眼圧緑内障

通常の人間ドックの眼科検査は，視力，眼底写真，

眼圧である。近年，正常眼圧緑内障が日本人には多

く，従来の眼圧検査では発見しえないことが明らか

にされてきた。そこで眼科学教室緑内障研究グルー

プ指導のもとで，2001年より日本では最初に人間

ドックに視野検査を導入し，共同研究を続けてきた。

今年は日本総合健診医学会でその成果を発表した。

心疾患のハイリスク患者のスクリーニング

厚生労働科学研究循環器疾患総合研究事業の一環

として，心疾患のハイリスク患者のスクリーニング

しうるコンピュータシステムを構築した。本システ

ムは株式会社日立メディコより「メタボジャッジ」と

いう商品化される予定である。

特定健康診査

平成20年度より，医療改革制度の一環として，メ

タボリックシンドロームに注目した特定健康診査が

開始される。本制度は40歳以上74歳以下の全国民

を対象に実施される。その健診の意義を国民に広く

知らせ理解してもらう必要がある。そこで「専門医

が教える特定健診・メタボ対策」（アスキー新書）を

上梓した。

特定保健指導

平成20年度より，医療改革制度の一環として，メ

タボリックシンドロームを改善させる特定保健指導

が開始される。この指導には医師，保健師，管理栄

養士などが携る。厚生労働科学特別研究「特定保健

指導の実践者育成プログラムの開発」の班員として，

メタボリックシンドローム対策としての有効性の高

い食生活と運動指導の保健指導プログラムを作製し

た。

健康習慣「一無・二少・三多」

健康スローガン「一無・二少・三多」の健康習慣

に関する，EBM検証が引き続き行なわれた。一無と

は煙が無い「無煙」の習慣，二少とは「少食」「少酒」

であり，食事量と飲酒量は少なめにすることである。

三多とは3つの事柄を多くすることであり，「多動」

「多休」「多接」である。多動とは体を多く動かす，多

休とは休憩，休息，睡眠は十分とる，多接とは多く

の人や物に接して，ストレスを発散し創造的な人生

を送ることである。これらの健康習慣の実践状況と

メタボリックシンドローム有病率の関係を論文化し

た。

晴海健診センター

タニタ体重科学研究所とトリトンの中央検査部と

の共同研究で，デジタル尿糖計に関する基礎・臨床

的研究を行ない，日本糖尿病学会に発表するととも

に原著論文として投稿中である。腹部インピーダン

ス法による内臓脂肪計測に関して海外の研究会で発

表し，活発な討論がもたれその有用性に対する評価

が示された。ネットワークサービスによる非対面指

導型の減量支援プログラムを開発し，日本肥満学会

で発表するとともに，板橋区医師会の特定保健指導

の一環として，その有用性が検討されている。

「点検・評価」

新橋健診センター

本年度は厚生労働科学研究を2件，日立製作所と

の共同研究1件，公益信託タニタ健康体重基金研究

1件の計4件（過去最高数）の助成研究を行なった。
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とくに，厚生労働科学研究の「特定保健指導の実践

者育成プログラムの開発」は厚生労働省発行の教科

書的存在になるものである。和田高士がその一員に

選出されたことは，東京慈恵会医科大学の予防医学

研究の実績が高く評価されたことを意味するものと

考えられる。

予防医学の範囲は内科のみならず，泌尿器科，眼

科など広く提携され，東京慈恵会医科大学内におい

ても，当センターの存在意義は価値あるものと考え

ている。
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